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 ようこそ iStrategyCRM へ 

 
 
 
 
 
本書では、「iStrategyCRM」を使った組織営業力強化に役立つ情報や

主要機能、操作方法の手順を提供します。 

 
iStrategyCRM には、営業力強化のノウハウが凝縮されています。新規開

拓を効率的に行う、商談の成約率を向上させるなど、情報共有による利便

性といった従来のシステム価値を超えた積極的な営業活動が可能となり、

企業成長を実現することができます。 
 
システム内で簡単にできるカスタマイズによって、様々な業種のお客様の

要求に合わせたシステムとしてご利用いただけます。 
 
攻めの営業で売上をアップしたい、営業活動を見える化（可視化）したい、

日報作成に時間を取られたくない、グループウェアでは機能に不満、など

の課題を抱える方に有益なシステムです。 
 
本書では iStrategyCRM を使用する際に便利なポイントや業務フロー（流

れ）を掲載しています。 
 
また、営業力強化の具体的方法論については「最強の営業力構築マニュア

ル」もあわせてご覧ください。（弊社ウェブサイトよりダウンロードできま

す。）本書で「構築マニュアル」と記載されている箇所は、「最強の営業力

構築マニュアル」を指します。 
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ホーム最新情報 

 
 
 
 
 
ログイン後に最初に表示されるホームでは、システム内の最新情報が表示

されます。スケジュールや他ユーザーからの連絡、ＲＳＳリーダーなど重

要な情報が集約されるポータルとなります。 

 

 
スケジュールや最新情報など、各コントロールのレイアウトはドラッグ＆

ドロップで変更することが出来ます。 
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 新規開拓アプローチ 

 
 
 
 
 
新規開拓アプローチについて 
アプローチ機能では、新しい顧客を開拓する活動を効率的に行うことがで

きます。ウェブサイトや電話の資料請求やセミナー参加者、外部から購入

したキーパーソンリストなどを取り込み、アポイント獲得や顧客化までの

工程を管理します。 
 

 
 
 
新規リード作成 
一件ずつ見込み客情報を入力してリードを作成します。 
 
インポート 
見込み客リストのＣＳＶファイルが存在する場合は、インポートを実行し

て作成することもできます。 
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状況の更新 
電話やＤＭなどで実際のアプローチ活動を行い、「キーパーソンとのコンタ

クトがとれた」、「資料を送付した」など結果を管理していきます。（ステー

タスはシステム設定でカスタマイズできます。） 
 

 
一覧画面の右端にある「編集」をクリックするとステータスやメモを更新

するフォームが表示されます。これにより迅速にアプローチ活動を行うこ

とが出来ます。また、会社名をクリックして詳細情報を表示し、編集ボタ

ンをクリックすると全ての情報を変更することが出来ます。 
 
取引先へ変換 
アポイント獲得や取引が発生する可能性が生じた場合、リードを取引先及

び担当者に変換します。変換後はリードとして参照できませんが、取引先

として商談に導く、顧客深耕を行うなどの活動へと移っていくことになり

ます。 
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ターゲット抽出 
ターゲット抽出は、既存の取引先の中から条件に一致した取引先を抽出し

てアプローチを行う機能です。例えば、新製品・新サービスなどを販売す

る場合、既にニーズがあり、別の商品を購入している取引先に対して販売

することで営業工数を減らすことが出来ます。 
 
サブナビゲーションから「ターゲット抽出」をクリックして検索条件を指

定します。 

 
 
例えば、新しく保守サービスを売りたい場合に、 

製品「高機能サーバー」を購入 
製品「保守サービス」を購入していない 
最終コンタクトから「６０日」以上経過している 

などの条件を指定して既存顧客の中から購買に結びつきやすいターゲット

を抽出します。 
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顧客情報を管理する 

 
 
 
 
 
取引先、担当者の登録 
取引先及び担当者の情報は、iStrategyCRM で管理する最も基本的な情報

となります。取引先、担当者には商談やスケジュールなどの関連する情報

が表示され、高度な顧客管理システムとしてご利用いただけます。 

 
 
サブナビゲーションの「新規取引先作成」「新規担当者作成」をクリックし

て作成します。また、ＣＳＶファイルからインポートすることもできます。 
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地図を登録 
取引先で「地図ＵＲＬ」を入力しておくと、月別スケジュールにリンクが

表示されるので、顧客訪問などの際に便利です。 
 
１．Google マップなどの地図サービスで、住所を入力します。 
２．該当する地図が表示されたら「このページのリンク」をクリックし、

「このリンクをメールに貼り付けて地図を共有できます」のＵＲＬをコピ

ーします。 
３．iStrategyCRM の取引先編集画面で「地図ＵＲＬ」にペーストします。 
４．「保存」をクリックします。 
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顧客情報ヒアリングシート 
iStrategyCRM では、取引先や商談などの記録項目をお客様の業務に合わ

せて自由に追加カスタマイズできます。 
 
特に、取引先と商談のカスタム項目は「活動報告」を記入する際に更新す

ることができる仕組みになっています。顧客とのコンタクト時にニーズや

状況などを聞き出し、いつでも最新の情報に保つといったことが可能です。

業務内容や競合懸念など、取引先の現況やニーズを把握するために必要な

項目を設定しましょう。（顧客情報ヒアリングシートについては「構築マニ

ュアル」を参照してください） 
 
「システム設定→取引先→カスタム項目」で、顧客情報ヒアリングシート

項目を作成します。 

 
「システム設定→活動報告→取引先更新項目の設定」で、活動報告で更新

したい項目のチェックボックスをオンにします。 

 
 
活動報告の入力画面で選択した項目が表示されます。 
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商品・サービスを管理する 

 
 
 
 
 
商品カタログ 
商品・サービスは、販売する商材情報を登録する機能です。商談で関連付

ける、ナレッジベースでの分析軸として使用するなど、基本情報として使

用します。 
 
また、価格表を作成して、一つの商品・サービスに対して複数の価格を設

定することもできます。 
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スケジュールを管理する 

 
 
 
 
 
スケジュール登録 
スケジュール（予定）を登録するには、サブナビゲーションから「新規作

成」をクリックします。 

 
 
訪問先欄で「取引先」と「取引先担当者」を指定すると、スケジュール作

成後に活動報告を入力することができます。 
 
訪問先を指定するには？ 
取引先検索をクリックしてテキストボックスに取引先名を入力して検索。

一覧から該当する取引先を選択すると、担当者一覧が表示されます。担当

者名を選択（複数選択もできます）して追加をクリックします。 
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会議を招集する、同行者を設定する 
参加者欄にユーザーを追加することで、追加したユーザーに通知され、参

加・不参加の確認を行うことができます。複数のユーザーを追加して会議

を招集したり、営業活動に同行するユーザーを追加したりといった用途に

利用できます。 

 
 
追加したユーザーには「招集スケジュール」として通知され、参加の可否

を決定できます。参加すると回答した場合にのみ、スケジュールが作成さ

れます。 
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月別スケジュール 
地図ＵＲＬを入力している取引先を訪問先として設定すると地図へのリン

ク「 」が表示されます。また、訪問先を設定しているスケジュールには

活動報告入力画面へのリンク「 」が表示されます。 
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商談を管理する 

 
 
 
 
 
進行状況管理 
商談機能は、商談の金額や交渉内容、ニーズ、キーパーソンなどの詳細情

報を記録し、成約に至るまでの進行状況を管理します。また、商談に関連

付けられた活動報告によって、「誰とどんな交渉を行ったか」が時系列で把

握できます。 

 
 
 
担当登録 
取引先、担当者、商談などには担当登録という機能があります。担当登録

したユーザーは、アクセス権に関係なくデータ編集を行うことが出来るた

め、アシスタントとして商談に参加した場合や、チームセールスなどの場

合に便利です。 
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進捗状況・情報収集項目 
商談の進捗状況と、活動報告で進捗状況を選択したときに表示される情報

収集項目はカスタマイズが可能です。お客様の業種・業務にあわせて変更

してご利用下さい。詳細は「商談と活動報告」でご説明しています。 
 
 
提案内容ヒアリングシート 
顧客情報ヒアリングシートと同様に、商談でも活動報告で表示する項目を

設定できます。取引先との商談で聞いておくべきニーズや状況、要件など

商談を成約に結びつけるにあたって重要となる項目を設定してください。

（提案内容ヒアリングシートについては「構築マニュアル」を参照してく

ださい） 
 
「システム設定→商談→カスタム項目」で、提案内容ヒアリングシート項

目を作成します。 

 
「システム設定→活動報告→商談更新項目の設定」で、活動報告で更新し

たい項目のチェックボックスをオンにします。 

 
活動報告の入力画面で選択した項目が表示されます。（活動報告で、商談を

選択する必要があります） 
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訪問と活動報告 

 
 
 
 
 
ルートセールス・個別訪問 
活動報告とは、取引先とのコンタクトを記録する報告書（日報）で、さら

に指定したユーザーへ送信することができる機能です。 
 
商談に属さない、ルートセールス・ご用聞き営業などで取引先へ訪問した

場合には「個別訪問」の活動報告を作成します。 

 
 
１．業務タイプで「個別訪問」を選択します。 
２．日時や担当者、受注予定金額（０または販売した金額）を入力します。 
３．活動内容を選択します。 
４．カスタマイズで売上計上に設定した活動内容には「＊」アスタリスク

が表示されます。この活動内容を選択した場合、受注予定金額が売上とし

て計上されます。 
５．情報収集項目を入力します。 
６．必要に応じてコメントを入力、通知先を選択します。 
 
 

iStrategyCRM スタートアップガイド 18



 
 

活動内容・情報収集項目 
個別訪問の活動内容及び情報収集項目はカスタマイズできます。訪問時に

行う活動、例えば「会社案内」「ご挨拶」「状況確認」などのように、お客

様の業種・業務にあわせて設定していただけます。 
 
また、完了をチェックしておくと、その活動内容を選択したときに売上計

上されます。 

 
（システム設定 > 活動報告 > 「個別訪問」進捗項目の設定） 
 
情報収集項目は、活動内容ごとに入力する項目を設定できます。サポート

訪問の時に、不具合の状況を調査した内容を記録するなどの用途にご利用

いただけます。 

 
（システム設定 > 活動報告 > 「個別訪問」情報収集項目の設定） 
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商談と活動報告 

 
 
 
 
 
商談の訪問 
商談に関する訪問の場合は、業務タイプで「商談案件」を選択します。商

談案件を選択すると、商談を選択する欄が表示されます。商談を選択する

と、その商談で設定されている商品・サービスや受注予定金額などが自動

的に記入されます。 

 
 
１．業務タイプで「商談案件」を選択します。 
２．日時や担当者を選択します。 
３．商談一覧から商談を選択します。 
４．商品・サービスと受注予定金額を確認し、必要であれば変更します。 
５．進捗状況を選択します。 
５．情報収集項目を入力します。 
６．必要に応じてコメントを入力、通知先を選択します。 
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進捗状況・情報収集項目 
商談案件の進捗及び情報収集項目はカスタマイズできます。商談の進み具

合、例えば「コンタクト」「ニーズ把握」「一次プラン提案」などのように、

お客様の業種・業務にあわせて設定していただけます。 
 
また、どの売上予測へ計上するかの分類も指定することが出来ます。 

 
（システム設定 > 活動報告 > 「商談案件」進捗項目の設定） 
 
情報収集項目は、進捗状況ごとに入力する項目を設定できます。受注後打

ち合わせの時に、契約の内容確認を記録するなどの用途にご利用いただけ

ます。（顧客のニーズを引き出す方法については「構築マニュアル」を参照

してください） 

 
（システム設定 > 活動報告 >「商談案件」情報収集項目の設定） 
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活動報告へコメントする 

 
 
 
 
 
活動報告を送受信する 
活動報告を入力する際に通知先を指定しておくと、通知先ユーザーのホー

ムに「提出された活動報告」として表示されます。 

 
 
活動報告の詳細を表示すると、フォローコメントを記入することができま

す。連絡の確認や指示などを返信できます。 
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自分が提出、またはフォローコメントを記入した活動報告は、ホームの「活

動報告コメント履歴」に一定期間表示されます。フォローコメントの数が

表示されるので、新たなフォローコメント記入があったかどうかを確認す

ることが出来ます。 

 
 
 
 
日報表示 
活動報告のサブナビゲーション「日報表示」からは、ユーザーごとの１日

の活動報告を全て表示することが出来ます。これにより、活動報告を記入

していけば別途日報を作成しなくても一日の行動が把握できます。 
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お知らせメール機能 

 
 
 
 
 
外出先でも最新情報 
お知らせメール機能を利用すると、「商談報告」「招集スケジュール」「連絡

メモ」が記入された際にメール送信されます。これにより、外出先でも最

新の情報を知ることが出来ます。 

 

 
お知らせメールを送信するには、 
１．「システム設定→お知らせメール」の送信サーバーを設定 
２．メールを受け取るユーザーが「個人設定→ユーザー情報」でお知らせ

メール送信アドレスを設定 
する必要があります。 
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ナレッジベースで分析 

 
 
 
 
 
営業活動を分析 
ナレッジベースでは、営業活動を集計して客観数値を元に分析することが

出来ます。新規開拓アプローチ、商談や活動報告を積み重ねて蓄積された

データにより、強みや弱み、今後の営業戦略を練ることができます。 
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ソリューションで社内知識を管理 

 
 
 
 
 
知識管理として利用する 
ソリューションは、定型的な解決策の記録として利用できます。顧客から

の問い合わせがあった際に検索して解決策を見つけるなどのように使うこ

とができます。 

 
 
 
業界研究を掲載する 
ソリューションの作成時に「トップに表示」をチェックすると、各ユーザ

ーの必読文書として配布・通知できます。業界研究など社内で確認してお

くべき情報に利用できます。（業界研究の詳細については「構築マニュアル」

を参照してください） 
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売上予測を行う 

 
 
 
 
 
個人の売上予測 
売上予測は、商談の進捗状況に応じて「完了、達成予測、最善予測、パイ

プライン」に受注予定金額を集計したものです。また、活動報告「個別訪

問」で完了した受注予定金額は売上予測「完了」に直ちに計上されます。 
 
例えば、売上目標が 1,000 万円のとき、パイプライン（進捗状況がコンタ

クトなど初期段階）に最低でも 1,000 万円なければ目標達成はできません。

この売上予測を見て、「新たに顧客を回ってパイプラインを増やす」、「進行

中の商談をもっとプッシュして達成予測を完了へ持っていく」などの行動

へと結びつけることができます。 

 
 
 
チーム売上予測 
「個人設定→売上予測チーム設定」で、ユーザーを追加するとチーム売上

予測が表示されます。メンバーの売上予測の合計値が表示されます。 
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顧客サポートを行う 

 
 
 
 
 
サポート管理 
サポートは、メールや電話による問い合わせを管理する機能です。見込み

客から寄せられる製品やサービスの不明な点、顧客から寄せられる要望な

ど、個人の記憶やＰＣに埋もれることなく、全社で共有する情報として業

務品質の向上に役立てることができます。 
 
 
メールサポート 
ウェブフォームからの問い合わせや、info@や support@などに寄せられる

資料請求や製品別の問い合わせなどをメールサーバーから受信して、直接

サポートを作成することもできます。 
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ドキュメントを管理する 

 
 
 
 
 
ドキュメントを共有 
ドキュメント機能では、営業ツールや資料、データなどを社内で共有する

ことが出来ます。ファイルサーバーとして、ワード、エクセル、PDF をは

じめ様々なファイルを管理できます。 
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メールを送受信する 

 
 
 
 
 
メールクライアント 
メール機能は、ユーザー個人のメールクライアントです。ＡＪＡＸインタ

ーフェースで使いやすく、迷惑メールも自動的にフィルタリングされます。

（迷惑メール判定条件はシステム設定でカスタマイズ出来ます。） 
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TODO でタスクを管理する 

 
 
 
 
 
タスクリスト 
ＴＯＤＯは、やるべきことのタスクと期日を管理する機能です。

iStrategyCRM ホームでも追加・確認が可能です。自分のＴＯＤＯのほか

に、他ユーザー宛へＴＯＤＯも作成することができます。 
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タイムカードで出退勤管理 

 
 
 
 
 
タイムカード 
タイムカードは出退勤の時刻を管理できます。iStrategyCRM ホームのボ

タンをクリックすることで時刻が記録されます。また、「システム設定→タ

イムカード」でユーザーによる変更を許可されている場合は、タイムカー

ド一覧で時刻の変更が出来ます。 
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連絡メモで不在電話を伝える 

 
 
 
 
 
不在時の電話を知らせる 
ユーザー不在時に受けた電話を知らせるために、口頭や付箋を貼り付ける

かわりに連絡メモ機能が使えます。記入された連絡メモはホームに通知さ

れます。また、お知らせメールサーバーを指定していれば、メールでも送

信されますので、携帯メールアドレスを登録しておくと外出先でも内容が

分かり便利です。 
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ＲＳＳリーダーで最新情報 

 
 
 
 
 
ＲＳＳリーダー 
様々なサイトやブログで配布されているＲＳＳフィードを登録することで、

更新情報やニュースを表示することが出来ます。 
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アナウンスで全社に連絡する 

 
 
 
 
 
全社連絡アナウンス 
全社アナウンスは、全てのユーザーのホームに表示されるメッセージです。

売上の状況や、連絡事項、訓示、方針などをユーザーに伝えることが出来

ます。また、全社アナウンスは期間を指定することができます。 
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iStrategyCRM スタートアップガイド 
第１版  2008/02/15 
 
株式会社 Bradnine Consulting 
http://www.bradnine.co.jp/
 
 
iStrategyCRM ダウンロード 
http://www.bradnine.co.jp/isc/
 
 
 
 

iStrategyCRM スタートアップガイド 36

http://www.bradnine.co.jp/
http://www.bradnine.co.jp/isc/

	 目次
	 ようこそiStrategyCRMへ
	 ホーム最新情報
	 新規開拓アプローチ
	新規開拓アプローチについて
	 ターゲット抽出

	 顧客情報を管理する
	取引先、担当者の登録
	 地図を登録
	 顧客情報ヒアリングシート

	 商品・サービスを管理する
	商品カタログ

	 スケジュールを管理する
	スケジュール登録
	 会議を招集する、同行者を設定する
	 月別スケジュール

	 商談を管理する
	進行状況管理
	担当登録
	 進捗状況・情報収集項目
	提案内容ヒアリングシート

	 訪問と活動報告
	ルートセールス・個別訪問
	 活動内容・情報収集項目

	 商談と活動報告
	商談の訪問
	 進捗状況・情報収集項目

	 活動報告へコメントする
	活動報告を送受信する
	日報表示

	 お知らせメール機能
	外出先でも最新情報

	 ナレッジベースで分析
	営業活動を分析

	 ソリューションで社内知識を管理
	知識管理として利用する
	業界研究を掲載する

	 売上予測を行う
	個人の売上予測
	チーム売上予測

	 顧客サポートを行う
	サポート管理
	メールサポート

	 ドキュメントを管理する
	ドキュメントを共有

	 メールを送受信する
	メールクライアント

	 TODOでタスクを管理する
	タスクリスト

	 タイムカードで出退勤管理
	タイムカード

	 連絡メモで不在電話を伝える
	不在時の電話を知らせる

	 ＲＳＳリーダーで最新情報
	ＲＳＳリーダー

	 アナウンスで全社に連絡する
	全社連絡アナウンス



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


